
2022年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL55122B44）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ザンビア A241 コンピュータ技術 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2023/2 ・2023/3 ・

2023/4 ・2024/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

社会サービス省

2）配属機関名（日本語）

ザンビア障害者機関

3）任地（ ルサカ州ルサカ市 ） JICA事務所の所在地（ ルサカ州ルサカ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

ザンビア障害者機関は、2012年6月に制定された「障害者法」に基き、ザンビア共和国政府によって制定された法定機
関である。主な機能は、国内の障害者のデータベース登録と維持、管理をすることであり、さらに障害者や障害者支援
団体の活動をサポートしている。また、障害者に対し、リハビリテーション、教育支援、技能訓練、農業支援プログラ
ム、障害者用品のサービスを提供している。年間予算は約3億9千万円。本部はルサカ市内にある。今回が初の隊員派遣
となる。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ザンビア障害者機関はザンビア全州に拠点を持ち、登録システムを利用して障害者を対象としたサービスの提供を行っ
ている。しかし、ザンビア全国で200万人いると言われている障害者のうち、実際システムに登録されている者は約3
万5千人で全体の約1.8%にしか満たない。障害があっても障害者登録されていなため、多くの人がサービスが受けられ
ないという現状が問題になっている。障害者登録の障壁となっている要因は、特に地方でのシステム自体の認知の低さ、
2つの登録システムが存在する事、システム機器の故障やそれを扱う人員のナレッジの欠如等があげられ、当機関はその
対策に取り組んでいる。その対策の中でもシステム技術面でのサポートを期待して本案件の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先の同僚らと共に、以下の活動を行う。
1.障害者、障害者団体の登録プロセスおよびデータ管理システムの運用方法の検討
2.同僚と協力して異なるID登録システムの統合や再構築を検討
3.データベースシステムの日常的な更新と管理方法の教授
4.地方拠点における障害者登録システムの認知度アップ方法を検討

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務機器(机、椅子、プリンター等)

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:アクセシビィティー検査員(女性)

活動対象者:ザンビア障害者機関地方拠点スタッフ

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：同僚の学歴を鑑みて必要

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：技術サポートを行
うため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（5～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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